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第
１
０
０
回 

東
朋
会
理
事
会 

報
告 

 
 

 
 

 
 

３
月
１
４
日
（
水
） 

【
議 

事
】  

⑴ 

「東
朋
会
」 

中
・長
期
活
動
日

程
（案
）の
件
。 

⑵ 
心
肺
蘇
生
体
験
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
講

習
会
実
施
計
画
。 

寒
川
消
防
本
部
に
依
頼 

実
施
日 
５
／
９
（
水
） 

詳
細
は
ミ
ニ
通
信
３
月
号
に

同
封
す
る
。 

⑶ 

第
１
２
回
芸
能
大
会
の
計
画
。 

実
施
日 

５
／
２
６
（土
） 

詳
細
は
ミ
ニ
通
信
３
月
号
に
同

封
す
る
。 

⑷ 

東
朋
会
創
立
１
０
周
年
記
念

行
事
実
行
委
員
会
設
置
と

開
催
。 

⑸ 

防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
・
体
験
の

計
画
。 

 

詳
細
は
ミ
ニ
通
信

３
月
号
に
同
封
。 

⑹ 

規
約
／
規
定
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て
。 

５
月
よ
り
開
催
予
定 

⑺ 

ミ
ニ
通
信
発
行
計
画
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
取
り
組
み
。 

⑻ 

「
電
波
の
集
い
」
支
援
に
つ
い

て
は
、
了
承
さ
れ
た
。 

 
 

６
月
２
日
（
土
）
実
施
予
定 

 

 

【
報
告
事
項
】 

⑴ 

古
希
の
集
い
。 

３
／
１
６
（
金
）８
名
参
加 

詳
細
は
２
面 

⑵ 

２
０
１
８
年
２
月
度
会
計
報
告

と
資
金
運
用
報
告
。 

 

【
ト
ー
ホ
ー
ラ
イ
フ
】  

 
 

 
 
 

 
 

①
慶
弔
見
舞
金
制
度 

２
０
１
８
年
４
月
～
５
月
対

象
者
確
認
。 

～
～
～
～
～
～
～ 

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】 

①
「
東
朋
会
事
務
所
」 

５
月
連
休
の
お
知
ら
せ 

４
／
２
８
（
土
）～
５
／
６
（
日
） 

②
有
志
の
方
々
か
ら
申
し
出

の
あ
っ
た
「
小
柳
隆
夫
さ
ん
を

偲
ぶ
会
」
を
湘
南
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

４
／
１
５
（日
） 

 
 
 
 

１
１
時
～
１
３
時
３
０
分 

 

 

③
東
朋
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
一
般
財
団
法
人
東
朋
会
」
で

検
索
で
き
ま
す
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

    

                                 

                                 
 

季節雑感        

                         理事長 香 川 修 司 

           「思い出のアルバム」から「旅立ちの日に」  

 

 

春の兆しとともに花粉症の人達がマスクとティシュが手放なせず苦戦していました。彼岸の中日

には寒戻りの雪が降り、家に閉じこもり寒さに耐えました。自然は刻刻と変化し、今や桜の花の季

節となり、日々同じところに留まりません。私たちの人生も同じです。  

先日も娘が実家に帰ってきて、幼稚園の卒園歌の伴奏のために、ピアノの練習をしていました。

その曲は「旅立ちの日に」というので、昔の「思い出のアルバム」とは変わっていました。子供の

ころは過去の思い出よりも将来の夢や期待の方が大きく心を占めていましたが、私達の世代になる

と、残された人生も少なくなり思い出ばかりが話題となり、また、社会の変化も激しく、慣れない

将来のことよりも今が楽しければと刹那的になります。  

春になると彼岸会に先人たちを偲び、卒園式などに子供たちの将来を思うとき、残された人生だ

けでなく、あとに続く次世代の、後輩達や子供や孫たちに、その幸いを願い、形を変えて生き続け

るように私達の「生き様」を未来に残す努力をしたいものです。  

東朋会の事業も過去を懐かしむだけでなく、長寿高齢社会の充実した生き方を実現しようと会員

同士で協力している活動であり、それが将来の世代の中に生き続ければ幸いです。  

 

 

東
朋
会
ミ
ニ
通
信 

 

信 
発
行
者 

香
川 

修
司 

連
絡
先 

事
務
局 

島
津 

晃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
４
６
７
・７
３
・０
５
１
５ 

三
井
所 

信
夫･

島
津 

晃 

 
 

 
          

白
尾 

幸
子･

小
倉 

進 

島
津 

晃 

編
集
者 

訃 

報 

森 

二
郎
氏 

(

８
５) (

１
／
２
３
没) 

小
柳 

隆
夫
氏(

７
２)(

２
／
１
９
没) 

【
会
員
情
報
】 

（
３
月
末
） 

会
員 

４
２
８
名 

 

 

傘
寿 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

石
田 

稔 
 
 

（
２
／
２
２
） 

 
 

 

皆
吉 

ニ
三
也
（
２
／
２
３
） 

 
 

 

中
園 

良
二 

（
３
／
１
５
） 

小田原市長興山の枝垂れ桜 
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私
た
ち
夫
婦
が
そ
の
桜
に
魅

せ
ら
れ
て
、
も
う
二
十
年
位
に

な
る
。
長
野
県
伊
那
市
高
遠
町

に
あ
る
「
高
遠
城
址
公
園
」
に
咲

く
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
、
小
さ
く

可
憐
な
花
が
満
開
の
時
は
山
丸

ご
と
桜
色
に
染
め
、
一
年
に
一

度
観
桜
に
来
た
私
た
ち
の
色
々

な
思
い
を
包
み
隠
す
か
の
よ
う
に

咲
き
誇
る
。 

全
国
的
に
も
桜
で
有
名
な
場

所
で
あ
る
為
、
混
み
様
は
す
さ

ま
じ
い
。
私
達

の
さ
く
ら
詣
で

の
工

程

は
過

酷

な
も
の
と

な
る
。
前
日
の

夜

２
３
時

自

宅
を
出
て
夜

中

の
２
時

半

頃
に
着
き
開
門
前
の
駐
車
場
前

に
並
ん
で
い
る
車
の
列
に
並
び
５

時
の
開
門
を
待
つ
、
駐
車
場
に

入
っ
た
ら
持
参
し
た
毛
布
に
く
る

ま
っ
て
車
内
で
仮
眠
を
取
り
、
朝

陽
が
桜
を
光
ら
せ
際
立
た
せ
る

の
を
待
っ
て
朝
食
を
済
ま
せ
、
す

で
に
人
出
の
増
え
て
き
た
城
跡

を
散
策
す
る
。 

 

永
年
通
い
続
け
て
い
る
中
で
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
夜
中

に
峠
越
え
す
る
の
で
野
生
の
鹿
の

群
れ
が
道
路
を
塞
い
で
い
る
の
に

遭
遇
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
開
花
状

況
が
確
認
で
き
な
い
昔
は
開
花

が
早
か
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
で
失

敗
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
散
っ

て
し
ま
っ
た
桜
の
花
び
ら
の
じ
ゅ

う
た
ん
に
感
動
で
き
た
。 

 

今
年
は
、
娘
の
出
産
が
近
く
て
、

桜
に
逢
い
に
行
け
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
ん
な
過
酷
な
工

程
の
花
見
を
「
今
年
も
来
て
観

ら
れ
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
交
わ
せ

る
こ
と
が
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
に

な
っ
て
い
る
。
あ
と
何
回
通
え
る

か
な
。 

    

今
朝
は
、
ウ
グ
イ
ス
が
心
地
よ

い
声
で
鳴
き
、
メ
ジ
ロ
が
木
の
枝

に
留
ま
り
こ
ち
ら
を
可
愛
い
目
で

見
つ
め
て
い
ま
す
。
時
々
、
白
鷺

が
池
に
飛
来
し
て
鯉
を
食
そ
う

と
狙
っ
て
い
る
た
め
に
、
一
日
に

数
回
池
を
見
に
行
き
ま
す
。 

 
 

 
 

三
月
の
二
週
目
、
池
に
親
蛙

達
が
、
恋
を
す
る
た
め
に
山
か
ら

下
り
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
に

ぎ
や
か
に
恋
の
バ
ト
ル
を
繰
り
広

げ
ま
す
。
陸
で
は
、
の
そ
り
の
そ

り
と
歩
き
回
る
蛙
も
、
水
の
中
で

は
驚
く
ほ
ど
素
早
い
平
泳
ぎ
を

披
露
し
て
く
れ
ま
す
。
数
日
、
恋

の
バ
ト
ル
を
楽
し
み
、
バ
ト
ル
に
勝

っ
た
蛙
達
が
無
事
産
卵
を
迎
え

ま
す
。
産
卵
の
状
況
は
、
残
念
な

が
ら
見
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
。

夜
中
に
産
卵
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
帰
っ
て
き
た

蛙
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
卵
の
数

が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。 

親
蛙
で
す
が
、
あ
の
可
愛
い
雨

蛙
で
は
な
く
、
黒
っ
ぽ
い
色
を
し

た
見
た
目
の
良
く
な
い
、
い
わ
ゆ

る
ガ
マ
ガ
エ
ル
？
で
す
。
名
前
は

分
か
ら
な
い
の
で
、
勝
手
に
ガ
マ

ガ
エ
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

親
蛙
は
、
産
卵
ま
で
に
か
な
り

危
険
な
目
に
合
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
毎
年
、
池
の
ほ
と
り
に
、

鳥
あ
る
い
は
猫
に
襲
わ
れ
た
と

思
わ
れ
る
傷
だ
ら
け
に
な
っ
た
親

蛙
の
姿
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
自
然
の
営

み
で
す
。 

数

日

す

る

と
、
い
つ
の
間

に
か
池

に
卵

か
ら
孵
っ
た
真

っ
黒
な
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
が
う
よ
う
よ
と
固
ま
っ

て
泳
い
で
い
ま
す
。
手
で
す
く
っ
て

み
る
と
、
そ
の
動
き
や
お
腹
の
丸

さ
が
何
と
も
可
愛
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
数
日
す
る
と
今

度
は
子
蛙
に
成
長
し
ま
す
。
体

の
色
は
真
っ
黒
で
二
セ
ン
チ
弱
位

の
小
さ
な
小
さ
な
蛙
で
す
。
体
は
、

ぷ
よ
ぷ
よ
し
て
い
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
小
さ
い
の
で
、
雑
食
の
池
の
鯉

に
食
べ
ら
れ
る
の
で
は
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
そ
の
心
配
は
杞
憂
で

し
た
。 

あ
る
時
期
池
で
充
分
遊
ぶ
と
、

あ
る
日
突
然
、
み
ん
な
揃
っ
て
一

斉
に
山
（
森
）
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

山
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
跳

ね
て
い
く
小
さ
な
姿
を
見
た
と

き
は
感
動
し
ま
し
た
。
雨
蛙
と

違
い
、
黒
子
蛙
は
鳴
く
こ
と
も
な

く
も
く
も
く
と
山
を
目
指
し
ま

す
。
大
き
く
な
っ
て
池
に
帰
っ
て

く
る
事
を
祈
っ
て
終
わ
り
ま
す
。 

    

今
回
は
不
整
脈
の
記
事
を
載

せ
ま
す
。
私
も
現
役
時
代
一
日

に
何
回
も
起
こ
る
不
整
脈
に
悩

ま
さ
れ
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
イ
シ

ョ
ン
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

現
在
は
、
全
く
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
の
場
合
タ
バ
コ
が
原

因
の
よ
う
で
し
た
。
（
５
面
参
照
） 

  

 
 

近
年
、
長
寿
化
が
進
み
人
生

百
年
時
代
が
さ
さ
や
か
れ
、
東

朋
会
会
員
の
多
く
の
方
が
６
５

歳
を
過
ぎ
て
も
何
ら
か
の
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

日
本
経
済
新
聞
１
月
６
日
号

に
公
的
年
金
活
用
の
損
得
を
再

考
し
て
い
ま
す
の
で
別
紙
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
（
６
面
参
照
） 

     

コヒガンザクラ 

 
 

健
康
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
崎
理
事 

 
 

年
金
の
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

久
玉
副
理
事
長 

さ
く
ら
詣
で 

  
 

 
 

 
 

 
 

白
尾 

幸
子 

職
場
の
蛙 

  
 

 
 

 
 

 
 

林 
文
比
古 

 
 

 

高
齢
者
と
車
社
会 

 

「
自
動
運
転
車
の
未
来
は
」 

◆
懸
念
さ
れ
て
い
た
事
態
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
米
国

ア
リ
ゾ
ナ
州
で
、
ウ
ー
バ
ー
が
実

施
し
て
い
た
自
動
運
転
実
験
で
事

故
が
発
生
し
、
犠
牲
者
が
出
た
の

で
す
。
試
験
車
に
は
同
乗
者
が
い

ま
し
た
が
、
危
機
回
避
の
適
切
な

行
動
は
取
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
◆
自
動
運
転
の
達
成
は
、
セ

ン
サ
ー
や
制
御
系
及
び
動
力
系

を
最
新
技
術
で
造
り
上
げ
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
何
度
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
が
絶
対
の
条
件
、

そ
れ
に
は
無
限
に
近
い
時
間
と
労

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
◆
車
が

地
球
に
接
し
て
い
る
部
分
は
ハ
ガ
キ

４
枚
ほ
ど
の
面
積
の
タ
イ
ヤ
で
す
。

性
能
が
良
い
自
動
運
転
車
で
も

最
後
に
は
、
こ
の
タ
イ
ヤ
が
生
死

を
分
け
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
◆
こ
の
タ
イ
ヤ
は

ど
れ
が
良
い
か
と
考
え
る
と
、
ト

ー
タ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
要
求
さ

れ
る
Ｗ
Ｒ
Ｃ(

ワ
ー
ル
ド･

ラ
リ
ー･

チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
シ
ッ
プ)

。
で
、
２
０
１

１
年
以
降
の
ド
ラ
イ
バ
ー
選
手
権
と

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
選
手
権
は
す

べ
て
フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
社
タ
イ
ヤ
ユ
ー
ザ

ー
に
よ
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
般
ユ
ー
ザ
ー
は
同
社
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ぶ
と
良
い
で
し

ょ
う
。
但
し
一
部
を
除
い
て
１
７
イ

ン
チ
以
上
の
選
択
が
必
要
で
、
そ
れ

な
り
の
出
費
は
覚
悟
し
て
下
さ
い
。 

 

池の蛙  


